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例

1 本書は、宮山市開ケ丘地内に所在する開ケ丘中山Ⅳ遺跡の発掘調査報告書である。
2 発掘調査は、県営畑地帯総合整備事業 呉羽射水山ろく地区に伴うもので、事業主体
者である富山県農地林務事務所 耕地課の依頼を受けて富山市教育委員会が実施した。

なお、調査費用は「農業基盤整備事業などにかかる農林省と文化庁の覚書き」第 5項に

基づき、農家負担割合分について、富山市が国庫補助金・県費補助金の交付を受けて実

施したものである。

調査期間 現地調査 平成 12年 5月 8日 ～平成 13年 3月 23日
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出土品整理及び報告書作成  平成 12年 7月 7日 ～平成 13年 3月 30日
調査にあたり、呉羽射水山ろく用水土地改良区、富山県山田川水系ダム建設事務所

工務課、富山市池多地区センター、開ケ丘地区・西押川地区・北押川地区の協力を得た。

調査は富山市教育委員会埋蔵文化財センター学芸員 近藤顕子・原田幸子が担当した。

調査にあたり、文化庁、富山県教育委員会文化財課、富山県埋蔵文化財センターから

指導を得た。

考古地磁気測定は富山大学理学部教授 広岡公夫氏に依頼し、その報告を第Ⅳ章に収

録した。

自然科学分析はパリノサーヴェイ株式会社が行い、その報告を第V章に収録した。

本書の挿図・写真の表示は次のとおりである。

(1)方位は真北、水平基準は海抜高である。
(2)遺構の表記は次の記号を用いた。
溝 :SD、 土坑 :SK、 穴 :P(直径 30cm以下のもの)

(3)出土品及び原図・写真類は、富山市教育委員会が保管している。
本書の執筆は第 I～Ⅲ、Ⅵ章については近藤顕子・原田幸子が行い、各々の責は文

末に記した。
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I 遺跡の位置と環境

開ケ丘中山Ⅳ遺跡は富山市街地の南西約 12km、 富山市開ケ丘に所在する。遺跡周辺の地形は、

呉羽山丘陵・射水丘陵 。境野新扇状地 。沖積平野によつて形成され、開ケ丘丘陵は射水丘陵東部

地域に属する。周囲は畑地で、北方 0,8kmに は北陸自動車道が走り、東方2kmには富山医科薬科

大学がある。

この地域では段丘・丘陵など起伏の多い地形を利用して、 旧石器時代から中世にかけて様々な遺
跡が営まれた。

旧石器時代の遺跡は呉羽山丘陵・射水丘陵・境野新扇状地の各所に分布する。境野新扇状地付

近には、境野新遺跡と向野池遺跡が存在する。 向野池遺跡からは、黒曜石製の細石刃核が採集さ
れており、 中部高地系の細石刃文化が始めて県内で確認された。 (富山市教委ほか 2000)。 浅い谷
地形を挟んで東へ約 500mにある境野新遺跡からは東山系石刃技法による石器が瀬戸内系横長剥片

剥離技法による石器とともに出土しており、注目される。そのほか杉谷 F・ H遺跡、新開遺跡、開ケ

多景 ‖∠
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第 1図 開ケ丘中山Ⅳ遺跡と周辺の遺跡 (1/10,000)
(NO.1～ 21は県営畑地帯総合整備事業地内埋蔵文化財包蔵地)

沸
魏

NO 潰 跡 名 年 代 等 種  別 配 遺 跡 名 年 代 等 種   別
1 朔ケ丘 中 山Ⅳ 旧石器・紹文・奈良 ⊆ 顔 ・ /1■ 逆 1 朔ケ F中 山空跡 答  F3 .ヱ 穿 十 藷 (炭 空 )
2 朔 ケ 丘 中 縄文,奈良,平安,中世 霊 蒐 ・ 作 産 開 ケ 丘 西 鱈 ヤ 。本 臣・V字 散  布  lll
3 羽 オ 辞 加 公 鱈 寸・不 巳・立 写 笙顔・壮 語イ須 百哭 御 坊 山 南 奈 専 。 平 を 散  布  地
4 朔ケ丘狐 谷 Ⅱ 個寸 ,本 息,7字 ,中‖ 集  募  跡 往Π 坊   山 不 巳 ・ 立 穿 牛 産 (製 鉄 )
5 謝ケ F狐 容 Ⅵ 紹 す 。 奈 ロ 17 開 ケ 丘 東 Ⅱ 個 寸 。本 専・7与 散  布  lllj
6 謝ケ丘狐 谷 Ⅲ 組 寸・不 巳・V字 隼  疼  跡 調 ケ F吏 FH寸 .さ 巳・豆字 散  布  地
7 詞ケ丘 中 山 I 4晶 文 散  布  抑 山 本 藤 ノ木 紹 寸・ハ 巳・上 写 牛 滞 (密 京 器 )

8 調ケ 丘中 山 TT 本  巳 ・ 互 芽 散  布  地 開ケ丘四方ノ池 平 安

9 引ケ丘 中 山Ⅲ 紹 V・ 不 巳・上 写 集  募  跡 =   能    百 本 巳 oヱ 存

開ケ丘 中山V 奈 良 監 返 ,4産 ヨr神 )。 暴 ノ股 鱈 V・ 奉 忌・中 廿 臣灰 .4産 1狛 百外 揚

調ケ 丘ヤ シ キ タ 答 巳 ・ ヱ 穿 集 落 。生 産 ガ  メ  山 K目す。奈 辞・¥字 散  布  地
朔 ケ 丘 南 奈 息 ・ 軍1多 散  布  拗 卜  提  涌 1/Eす 。本 臣・ヱ~t 隼  療  跡
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丘中遺跡などからナイフ形石器、杉谷 F遺跡、平岡遺跡、千坊山遺跡などから尖頭器や有舌尖頭

器が採集されているが、単独出土例が多い。この状況は呉羽山丘陵・射水東部丘陵の多くの遺跡

に共通した現象である。

縄文時代前～後期には各所に拠点的な集落が形成されるようになる。縄文前期から中期にかけて、

境野新扇状地扇頂の羽根丘陵上に平岡遺跡が営まれる。 中期になると射水丘陵東部開ケ丘では開ケ
丘狐谷Ⅱ遺跡で落し穴遺構が検出され (富山市教委 1987)、 開ケ丘中山Ⅲ遺跡では縄文中期中葉

の立石を伴う竪穴住居群が確認されている(富山市教委 1973)。 境野新扇状地上では上堤池遺跡 (中

期後葉 )、 北押川 B遺跡 (中期)が形成され、丘陵地を中心に縄文時代の集落形成が顕著であった。

奈良時代前半期には、栃谷地区に栃谷南遺跡が営まれる。平成 10年度の調査では、 2基の瓦陶

兼業窯から大量の軒丸瓦とともに、透彫り木製品・鐘状銅製品などの仏教関連遺物や土製権衡が出

上した (富山市教委 1999)。

白鳳～平安時代には、射水東部丘陵一帯で射水郡域に関係した大窯業地帯 (製陶・製鉄・製炭)

の形成が近年の調査で明らかになっている。丘陵の谷間を利用して数多くの窯が築かれ、須恵器窯

は 7世紀後半の平岡窯跡を始めとし、8世紀代には北押川窯跡、 山本藤ノ木窯跡、室住池遺跡、
三熊中山窯跡など多くの窯跡が存在している。 9世紀には向野池遺跡で土師器焼成遺構と掘立柱建

物跡、井戸等が検出されている。井戸からは、土師質瓦塔が出土しており、井戸の廃絶に伴う祭祀

として使用されたと考えられる。

中世期の遺跡は顕著ではないが、射水丘陵三熊地区に鎌倉時代の墳墓である三熊中山塚や三熊

北塚群、戦国時代の砦跡の菅谷城跡がある。 (近藤 )

Ⅱ 調査にいたる経緯

富山県は、昭和 57年度に呉羽山丘陵西麓から射水丘陵東部にかけての一帯を、県営畑地帯総合

整備事業 呉羽射水山ろく地区の事業計画区域と指定した。計画には、丘陵の切土・盛上による勾

配の緩和、 区画整理、農道・水路の新設・改修、 旧貯水池の埋立てが含まれる。
このため富山市教育委員会 (以下市教委)は、事業主体である富山県耕地課と協議を行い、昭和

57・ 58年度に埋蔵文化財の分布調査を実施した結果、事業区域内に約 130ヶ所の遺跡が存在する

ことが明らかになった。これを受けて、昭和 60年度に開ケ丘狐谷遺跡、昭和 61年度に開ケ丘狐谷

Ⅱ遺跡と、農道工事計画にかかる遺跡の発掘調査が行われた。

しかし、事業計画の見なおし等から10余年間計画が中断し、平成 11年に至り、再び事業地内の

遺跡の取扱いについて富山県山田川水系ダム建設事務所、呉羽射水山ろく土地改良区、市教委の

三者で協議を行い、平成 11年度から順次試掘確認調査を進め、遺跡の範囲・性格を把握すること

で調整を行つた。調査は市教委が主体で行い、平成 11年 。12年度の結果は表2のとおりである。

この試掘確認調査結果に基づいて、上記三者は埋蔵文化財の取扱いについて、宮山県文化財課

を交えて協議し、次のとおり方針を定めた。

・ 事業区域内の遺跡は、畑面高の計画変更等により、極力保存を考慮する方向で進め、削平等遺

構に影響を及ばすこととなる部分のみ市教委が主体となつて発掘調査を行う。

・ 丘陵の切土削平にかかる部分の開ケ丘中山Ⅳ遺跡、開ケ丘中遺跡については試掘確認調査によつ

て遺跡範囲を確定し、発掘調査を行う。

・ 丘陵の盛土が2mを超える開ケ丘中山Ⅱ遺跡については試掘確認調査を行い、遺跡の範囲・性格
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を把握する。

・ 道路構造令に基づかない農道に関しては盛土保存とし、設計によって掘削が避けられない部分の

み発掘調査を行う。

これを受けて市教委は平成 12年度から開ケ丘中山Ⅳ遺跡の発掘調査に着手した。調査は「農業

基盤整備事業にかかる農林省と文化庁の覚書き」第 5項の規定に従い、農家負担割合分について

は文化庁国庫補助事業及び県費補助事業として実施した。 (近藤 )

開ケ丘区画整理
工事地内埋蔵文化財位置図 (1/2,500)
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県営畑地帯総合整備事業 呉羽射水山ろく地区

遺  跡  名 調査年度 調査対象面積 試掘確認調査結果 貴跡確定面森 工事計画

開ケ丘中山Ⅳ遺跡 平成■年

平成12年

8,040ポ

7,640∬

縄文・奈良時代の集落跡 7,550rだ

2,750コド

試掘未調査

2,800rド

丘陵切上、農道新設

開ケ丘中遺跡 平成11年 8,3001ド 縄文・奈良時代の集落跡 8,300■だ

試掘未調査

3,910nド

丘陵切上、農道新設

開ケ丘ヤシキダ遺跡平成11年 2,150ポ 茶良時代の集落跡・生産跡(炭焼知 2,150だ

試掘未調査

3,850rド

農道水路新設

開ケ丘西遺跡 平成12年 2,480rだ 遺跡なし 農道水路新設改修
開ケ丘中山V遺跡平成 12年 880■ド奈良時代の生産跡(炭焼窯跡) 200rだ 農道水路新設
開ケ丘中山Ⅱ遺跡 平成13年 2,0001ド 試掘未調査 丘陵盛土、農道新設

表 2 県営畑地帯総合整備事業 (呉羽射水山ろく地区)埋蔵文化財試掘確認調査結果
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Ⅲ 調査の概要

1調 査の方法
発掘調査は 1期と2期に分けて行つた。 1期調査は平成 12年 5月 8日から開始し、A区 550だ、
B区 650だ、 C区 800ポ、 D区 200ピのあわせて2,200ピ を調査範囲とし、平成 12年 7月 6日 ま
で現地調査を行った。

2期調査は平成 12年 10月 23日 より開始し、 E区 1,500だ 、 F区 1,100ポ、 G区 400♂の 3,000
♂を調査範囲として行い、平成 13年 3月 23日 で現地調査を完了した。

本遺跡は遺構の所在状況が散漫なため、 A・ B・ C区及び E・ F・ G区と分け、重機で広範囲に

表土排土を行つた。現地は長期間荒蕪地となっており地山面には竹根が繁茂し、遺構検出の妨げと

なるため作業員を用いて伐根を行つた。その後遺構検出を行い、遺構発掘・精査 。実測を行つた。

調査区には撹乱穴 。風倒木が多数所在し、検出時半裁、もしくはトレンチ掘削で撹乱と確認されたも

のに関しては完掘を行わなかった。 (近藤 )
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第3図 開ケ丘中山Ⅳ遺跡 調査区割図 (1/2,000)
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2自 然地形
遺跡の所在する開ケ丘丘陵は射水丘陵東部地域に属する。この地域は標高 60～ 70mの段丘状の

平坦面となっており、平坦面には北側へ向う開析による舌状地形が幾列も認められる。遺跡は丘陵頂

部に位置し、平均標高は 69mを測り、直下の境野新扇状地面とは約 30mの比高差がある。北側に

は深い開析谷が形成されており、それを塞き止めて堤 (山 中奥池)が作られている。東側には開ケ
丘中遺跡が所在する。

開ケ丘の成立は江戸時代後期と考えられ、もと村名は開発村という。三熊村の東、通称茨山を開

発して出来たことにちなみ、 開発村と称した。茨山の地名は現在も字名として残っている。
丘陵は、黒色土や黄色火山灰層が発達しているため畑地として利用されており、周辺には、濯漑

用に改修された堤が多く見られ、南部はゴルフ場として大規模な開発が行われている。   (近 藤 )

3基 本層序
調査区は丘陵頂部から斜面半ばまでの 5,200だ と広範囲にわたるため、丘陵頂部の平担面をA・

BoC・ Eの 4区に分け、東斜面をF区、西斜面をD区、飛び地部分をG区と設定した。
丘陵頂部では、約 20cmの表土の直下に遺構が所在する黄色火山灰層が所在する。斜面では約 20

～ 40cmの表土の下に 5～ 15cmの暗褐色土があり、その下に黄色火山灰層がある。 (近藤 )

第 4図  開ケ丘中山Ⅳ遺跡周辺の古地形 (明治 43年 )1/20,000
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4遺構

A区

遺跡の北側、平担面から斜面への転換部にあたる。全域に竹根が繁茂し、遺構の残存状況が悪い。

焼壁土坑 1基と土坑 1基、穴を検出した。

上坑

SK01幅 0.8m深さ0.2mの円形を呈する。覆土は灰黄褐色上で遺物は伴わない。

焼壁土坑

SK02幅 1.3m深さ0.3mの円形を呈する焼壁土坑である。壁面から底面にかけては被熱により硬化

している。覆土は灰黄褐色土で遺物は伴わない。

穴 全域に散漫に所在している。灰黄褐色上の覆上が多く、土坑・焼壁土坑と同じ時期に所属する

と考えられる。                                 (近 藤)

B区

遺跡の中央部、丘陵の頂部にあたる。竹根の撹乱があまり及んでおらず、20cmの表土直下に遺

構が所在する。風倒木痕が多数あり、いずれも西から東へ倒れている。丘陵頂部に近い平担面から

穴群および土坑 2基、丘陵東側肩部に焼壁土坑 3基を検出した。

土坑

SK01長径 lm短径 0。7m深さ0。 13mの楕円形を呈する。覆土は灰黄褐色土で、遺物は伴わない。

SK05直径 1.6m深さ0.5mの円形の上坑である。覆土は灰黄褐色土で遺物は伴わない。

焼壁土坑

SK02長径 1.2m短径lm深さ0.2mの精円形の焼壁土坑である。遺構上部は耕作による削平をうけ、

消失している。覆土は灰黄褐色上で炭化物を多量に含む。壁面から底面にかけて被熱により赤化・

硬化しており、その厚さは lcm程度でむらがある。

SK03直径 1.2m深さ0。2mの円形を呈する焼壁土坑である。壁面から底面にかけて部分的に被熱

により赤化・硬化しているが、底面は余り焼けていない。熱を受けて赤化した厚さは2cm程度で暗褐

色上の覆上には焼土・炭化物を多量に含む。考古地磁気測定を行つた。

SK04直径 1.4m深さ0.35mの円形の焼壁土坑である。壁面から底面にかけて被熱により赤化・硬

化し、厚さは1～ 2cmを測る。残土は灰黄褐色上で焼土を含む。

ピット群

B区からは深さ5～ 10cm、 直径 20～ 30cmの穴がN-15° ― Eの方位軸で4～ 6基が約lm間隔

で並んで検出された。総数は 65基で覆土は灰黄褐色上である。

同様の穴は E区からも検出されており、N-25° 一 Eの方位軸で3～5基が並ぶプランである。覆土

イまB区ピント群同様灰黄褐色上で差異は認められない。�ヽずれも遺物は伴つていない。  (近 藤)
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C区
B区に続いて遺構残存状況が良好だつた区域で、丘陵平坦部の表土直下より土坑 3基・穴、斜面

の肩部に焼壁土坑 2基を検出した。

土坑

SK01直径2m深さ0.4mの円形を呈する。覆土は灰褐色土で遺物は伴っていない。
SK02直径 1.3m深さ0.lmの円形を呈する。遺構上部は耕作による削平を受けている。灰黄褐色

上の覆上である。

SK08直径 1.3m深さ0。2mの円形を呈する土坑で、SK02と類似した灰黄褐色の覆上である。

焼壁土坑

SK05直径 1.2m深さ0.2mの円形を呈する。壁面から底面にかけて被熱により赤化・硬化しており、

その厚さは平均 2cmを測る。覆土は灰褐色土で炭化物・焼上を含む。考古地磁気測定を行つた。

SK06直径 1.3m深さ0。5mの円形の焼壁土坑で断面形はU字形を呈する。焼土・炭化物を多量に

含んだ灰褐色上の覆上である。 土層断面の観察から炭化物が2層に堆積しており、2時期にわたつて
使用された形跡がうかがえる。壁面から底面にかけては被熱により赤褐色に硬化しており、熱を受け

て赤化した厚さは最大で4cmをはかる。この上坑は考古地磁気測定を行つた。 (近藤 )
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2 明灰黄褐色± 5 赤褐色土
3 灰黄褐色±  6 黄土色土

SK05
1 灰褐色土 (炭化物少し含む )
2 灰幅色土 (炭化物、焼土含む) 5
3 暗褐色土 (炭化物多く含む)  6
4 褐色±            7

SK06

1 暗褐色土 (炭化物含む )
2 灰褐色土 (焼上、炭化物含む )
3 黒褐色土 (焼上、炭化物多く含む )
4 褐色土 (焼土、炭化物含む )
5 灰褐色土

第 9図 C区 土航

010

灰黄褐色土
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茶褐色土

6 暗褐色土
7 灰黒褐色土 (焼上、炭化物多く含む)
8 灰黄褐色土
9 褐色土
10 黄土色土

平面日断面図 1/40
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D区

丘陵の西斜面にあたり、 C区と接する。潰構は、耕作等により撹乱を多く受けているが土坑 1基、
穴 23箇所を検出した。                              (近 藤 )

E区
C区の南側隣接地で、同じく丘陵平坦地の表土直下から遺構を確認した。 穴群・土坑・穴・溝を

検出した。

上坑

SK10-辺約 1.lmのほぼ正方形を呈する。深さは 0.2mと浅い。灰褐色上の覆上で、遺物は伴わ
ない。

SK12長径 1.Om短径 0.5mの楕円形を呈する。灰褐色上の覆上で、上層から縄文時代の石匙が出
上した。

溝

SD01幅約 0.4m深さは平均約 0.2mの東西に走る溝である。この溝から直角に北側へ派生する溝
(SD02、 SD03)があることや、近くに掘立柱建物を数力所確認していることから、区画溝と考えられる。

穴

P67長径 0.54m短径 0.48m深さ0。4mの精円形を呈し、淡褐色の覆土を持つ。底部は凹凸がある。
下層から縄文土器片が出土した。                          (原 田)

F区

丘陵束の急な斜面に位置し、竹根の繁茂が著しい。また、 山芋栽培の穴が多数あり、撹乱を受け
ている遺構が多い。 土坑・穴・溝を検出した。

土坑

SK31直径 1.2m深さ約 0.6mの円形を呈する。褐色の覆上で、遺物は伴わない。
SK33直径 lm深さ約 0.4mの円形を呈する。覆上の最下層は暗灰褐色で、上部は橙褐色上である。
遺物は伴わない。

SK42直径 lm深さ約 0.3mの円形を呈する。灰褐色の覆上で、床面直上に炭化物を多く含む層が

ある。床面は部分的に被熱により硬化している。遺物は伴わない。

SK44直径 1。 lm深さ約 0.2mと浅く、 円形を呈する。灰褐色の覆上で遺物は伴わない。
SK47直径 1,9m深さ約 0.7mの 円形を呈する。 断面形状はU宇形で深い。 暗灰褐色の覆上で、
遺物は伴わない。東側は撹乱を受けている。

SK53長径 0.8m短径 0.4m深さ0,15mの楕円形を呈する。 明褐色の覆上で、遺物は伴わない。
SK56北側半分近くを撹乱で削られており、全体の形状は不明である。残存する部分は直径約 0。 9
m深さ0.15m明灰褐色の覆土で、遺物は伴わない。
SD05幅約 0.35m深さ0。 26mの東西に走る溝である。調査区外へ続いており、確認できたのは約4
m分である。灰褐色の覆上で、遺物は伴わない。                  (原 田)
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G区
A～ F区から500mほど南に離れた調査区である。標高は少しあがり71mを測る。平成 12年度の

試掘確認調査時に、縄文時代中期の上坑、古代の焼壁土坑が検出された。今回の調査では400

ピの発掘調査を行い、検出された遺構は縄文時代の上坑 1基、奈良時代の焼壁土坑 1基・土坑 4

基・穴である。調査区は茶の木による撹乱がひどく、遺構にも及んでいた。

上坑

SK01調査区中央に位置する。直径 1.5m深さ0.4mの円形を呈する土坑である。 断面形は橋鉢形
を呈し、覆土はにぶい灰黄褐色上でややしまる。縄文時代中期の打製石斧が出上した。

SK03長径 0.9m短径 0.6m深さ0.2mのいびつな精円形を呈する。覆土は黒褐色上で炭化物を多
量に含む。

SK04長径 1.8m短径 1.3m深さ0.3mの精円形を呈する土坑で、覆土は灰褐色上である。

焼壁土坑

SK02直径 1.2m深さ0.2mの円形を呈し、壁面から底面にかけて被熱により硬化している。熱を受
けて赤化した厚さは平均 1.5cmで、底面は薄い。覆土は黒褐色上で、多量の炭化物を含む。

(近藤 )

d'

|

Gtt SK01(中 央より打製石斧出土) SK01
1 灰黄褐色土
2 暗灰黄褐色土
3 黄褐色土
4 灰黄土褐色土

4

ト

GEI  SK02 L=72 2

5 黄土色土 (灰黄土色土混じり)
6 暗灰褐色土 (黄土色土混じり)
7 暗灰褐色土
8 黄土色 (褐色混じり)

(イ生こ

ベルト
L=72 1

第 11図  G区 土航

SK 02
1 黒褐色土 (炭化物含む)
2 暗褐色土 (炭化物 焼土含む )
3 褐色土 (炭化物 焼土含む )
4 黒色土 (炭化物 焼土含む )

SK 04
1 灰褐色土
2 暗灰褐色土
3 暗灰褐色土 (黄土色土含む )

平面 H断面図 (1/40)

暗赤褐色 (炭化物含む)

暗赤褐色土

暗灰褐色土 (炭化物 焼土含む )

褐色土

5   3  31

G彊至  SK04
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5遺 物
出土遺物は少なく、 旧石器、縄文土器、石器、須恵器、越中瀬戸焼、鉄滓、石がある。
① l日石器時代の遺物 (第 12図、写真図版 18)

1はナイフ形石器である。ハジ質安山岩製で、寸づまりの横長剥片を素材としている。調整加工は

二側縁に行われている。打面側の側縁は全体に及び、末端側は基部になされており、切出形を呈

する。茂呂系ナイフ形石器に分類されるもので、富山市古沢A遺跡 (富山市教委 1988)出上のもの

に類似する。全長 3.9cm、 最大幅 1。 9cm、 最大厚 0.7cmを測る。 G区遺物包含層出土。 (原田)

② 縄文時代の遺物 (第 13図-2～ 10、 写真図版 18)
2は E tt SK12出 土の石匙である。左右の刃部を欠損しているが、三角形の形状を呈するもので、

縦型に分類される。表裏ともに全体に調整剥離が及んでいる。石材は凝灰岩で横長剥片を用いてい

る。長さ3.3cm、 幅 2.4cm、 厚さ0。 75cmを測る。

3～4は打製石斧である。 3は G tt SK01中央部より、水平に据えられた状態で出土した。撥形の

形状を持つ両刃のものでほぼ完形品である。刃部に 3ヶ所の刃こばれが見られる。石材は砂岩で、

横長剥片を用い、背面から側辺加工を行う。長さ 14.8 cm、 幅 8.2 cm、 厚さ2.3 cm、 重さ240gを測る。

4は F区遺物包含層出土の石斧基部である。扁平な安山岩の剥片を用い、全体にレキ表面を残す。

現存長 6.5cm、 幅 4.5cm、 厚さ0。 9cm。

5～ 7は蛇紋岩製の定角式磨製石斧である。いずれも欠損品であり、刃部のみの出上である。 5は

刃角 60度前後の両凸刃のものである。現存長 3.5cm。 6は 5と同様蛇紋岩製の定角式磨製石斧で

ある。刃部に刃こばれが見られる。現存長 3.5cm。 7は刃部である。現存長 2.8cm。 5～ 7ともに G

区周辺で出土した。

8は深鉢形土器の口縁部である。胎土に0.5～ lmm程度の長石粒を含み、色調は淡褐色を呈する。

横方向の沈線が施され、ゆるく内湾する。 9～ 10は深鉢形土器の胴部片である。 9は胎土に0.5～

lmm程度の白色長石粒を多く含み、色調は赤褐色を呈する。単節縄文 R・ L原体を器面左上から

右下に斜めに施す。 中期後葉串田新Ⅱ式期に属する。 G区出土。 10は胎土に0.5～ 2mm程度の

長石・石英粒を多く含み、色調は淡褐色を呈する。器面は荒れているがわずかに縦位の単節縄文

が施される。 E tt P67出土。

③ 奈良時代の遺物 (第 13図-11～ 14)

須恵器片が 4点出土している。 11は蓋である。 12は甕肩部である。 13～ 14は甕体部片で、外

面には平行叩き、 内面には同心円あて具痕が残る。いずれもG区出土。奈良時代後期に属すると
考えられる。                                  (近 藤 )

2図  旧石器実測図 (実大 )屏
知
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Ⅳ 開ヶ丘中山Ⅳ遺跡の考古地磁気

富山大学理学部地球科学教室

広岡公夫、南 依里、成 亨美、渡辺答之、内池 恵、長瀬晶子

はじめに

地磁気 (地球磁場)の方向は非常にゆつくりとではあるが時間と共に変化しており、数十年から百
年の年月が経てば検出し得る程度の地球磁場方向の変化として観測される。このような地球磁場の変

化を、地磁気永年変化という。もし、過去の地磁気永年変化の様子が知られていれば、過去のどの

時代の地磁気の方向にあたるかを調べれば年代を求めることができる。しかし、地磁気の変動の原因

が何であるかはまだ明らかになつておらず、理論的に過去の地磁気変動を推測することは現状ではで

きない。 しかし、年代のよく知られている考古学的な遺物や遺構から試料を採取し、それに残されて
いる地磁気の記録 (残留磁化)を測定して調べていけば、考古学が扱う時代の地磁気の変動を明ら
かにすることができる。こうして、過去に地磁気がどのような変動をしていたかを知ることができれば、

今度は逆に年代の分からない遺跡の残留磁化を測つて、そのデータを用いて地磁気変動の方から年

代を推定することができる。このように考古学的な試料を得て過去の地磁気変動を明らかにする研究を

考古地磁気学という。地磁気の方向と強さは地球上の各地点で異なっているので、地域毎に永年変

化を求めてなければならないという制約もあるが、焼土試料の場合はよく焼けていさえすればよい結果

が得られ、遺構の種類を問わないという利′点もある。 日本では西南日本各地に分布する遺跡の焼土
の考古地磁気測定から、過去 2,000年間については相当詳しい地磁気永年変化が得られている

(H�ooka;広岡、 1977)。

また、最近の考古地磁気データの蓄積によつて、西暦6世紀～15世紀までに関しては北陸地方 (福

井、石川、富山、新潟西部)のデータのみを用いて描かれた北陸版永年変化曲線が得られており (広
岡、 1989,1997)、 この期間であれば北陸における年代推定の精度も向上している。今回の開ケ丘

中山Ⅳ遺跡のような、出土遺物が乏しく考古学的に年代を特定し難い遺跡の場合には、種類の異な

る遺構についても磁化方向の類似性から年代を推定することができる考古地磁気学法は非常に有効で

ある。

試料の採取

開ケ丘中山Ⅳ遺跡では、 SK03、 SK05、 SK06の 3基の焼土坑から測定試料を得た。 SK06の焼

土坑では焼土面が上下2段になっていたので、それぞれの段を区別して試料を採取した。試料番号

と試料個数は第 1表の通りである。

試料採取は、試料の遺構内での方位が詳しくわかつた定方位試料でなければならないので、短時

間に精度よくサンプリングできる方法でなければならない。今回も我々の研究グループが以前から用い

ている石膏で固めて採る方法で試料採取を行なつた。方位の沢1定は考古地磁気試料採取用に特別

に改造した特製クリノメーター (H�ooka、 1971)を用いて測つた。方位は、アルミ板を押し付けて作つ

た石膏平面の最大傾斜線 (pitch)の 方位と平面の傾斜角 (dip)を沢1つて決める。 pitchの方位は磁

針で測つているので、磁北を基準にしたものとなっている。 したがつて、磁北の真北からのずれの角
(現在の偏角)だけ西に振れたものとなっているので、それを補正するために遺跡現場でトランシントを
用いて太陽の方位観測を行った。これによって求めた開ケ丘中山Ⅳ遺跡の現在の偏角は西偏 6.99°

であった。 第 1表に Dp=-6.99° として示されているのがそれである。
測定精度を高めるために、遺構の大きさに関らず 1遺構から通常 12個程度 (10～ 15個 )の試料
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を採取することにしている。試料の中には、十分焼けていない部分や焼かれた後に動いた部分の焼

土を採取したものが含まれている場合など、昔の地磁気を正しく記録していないものも含まれているの

で、それらを省いても統計的に信頼度が高くなる8～ 10個程度の試料数を確保するために上記のよ

うな個数を採取するのである。

持ち帰つた試料は、方位を測つた平面を基準にして、ダイヤモンド・カンタ~を用いて切断し、34mm

×34mm× 34mmの立方体に整形する。それぞれの切断面には石膏をかけて補強しておく。

磁気測量とその結果

残留磁化の測定は、夏原技研製のリングコア型スピナー磁力計 (SMM-85型 )を用いた。
上の中に含まれる磁性鉱物には、磁気的に色々な安定度のものが混在しているので、試料が有す

る残留磁化 (これを自然残留磁化、 natura remanent magnedzttbn、 IHIして、NRMという)の中に
は、上が焼かれた時の地磁気で磁化された非常に安定な残留磁化もあるし、安定性に劣るため、最

終焼成以降に磁化方向が変化したものも含まれていることが多い。このような不安定な磁化成分が付

加されていると、正しい過去の地磁気の復元は難しいので、それを消去して、真の地磁気の記録で

ある熱残留磁化 (thermoremanent magnetizatbn、 略して、TRM)を 選び出すことが必要となる。
一般に、このような不安定成分は抗磁力 (保磁力)が小さいので、交流消磁で取り去ることができる。
交流消磁実験では、消磁する試料を交番磁場中で磁気的に強制的に揺することによつて不安定磁

化成分を消去することができる。消磁磁場の強度を段階的に弱い磁場から順次高い消磁磁場に上げ

ていく段階消磁実験が一般的に行なわれている。何段階かの消磁を行なうことによって、より不安定

な磁化成分から順に消磁して、より安定な磁化成分を濃び出すことができるのである。

今回の開ケ丘中山Ⅳ遺跡の焼土坑については、それぞれの消磁磁場の強度が、 2.5mT、 5.OmT、

7.5mT、 10.OmT、 15,OmTの 5段階 (SK03は 10mTまでの 4段階)で消磁した。
磁化測定の結果から、各消磁段階における平均磁化方向 (平均偏角と平均伏角)と磁化方向のば

らつきの程度を表すパラメータ (フィッシャーの信頼角 :α 95、 および、フィッシャーの精度係数 :K)

をフィッシャ~の統計法 (Fisher,1953)を 使つて計算した。
α95は、測定結果の平均磁化方向が95%の確率で存在する範囲 (信頼円)であることを示している。
Kは、個々の試料のお互いのばらつき具合を示すパラメータであるので、Nには関係なくきまる値であ

る。普通のよく焼けた磁化のまとまりのよい陶器や須恵器の窯跡では、 α95≦ 2.5° 、K≧ 500くら
いの値をとる。

統計計算の結果、磁化のまとまりが最もよくなる段階を最適消磁段階とする。 NRMおよび各消磁段
階の磁化測定の結果のうちもつとも磁化方向のまとまりがよくなったのは、5.OmT～ 10mTの段階であつ

たので、これらを最適消磁段階としてその結果を考古地磁気データとして採用した。それぞれの遺構

の最適消磁段階の個々の試料の磁化測定の結果は第2～ 5表に示されている。 同一段階の測定結果
で、試料の多くと著しく磁化の方向が外れている試料が若干個みられることがよくある。このような場合

には、外れた試料を除外して統計計算を行なう。第3～ 5表で、 *印を付したものがこれに当たる。
各遺構の各消磁段階の統計計算の結果は第6表に掲げてある。最適消磁段階のものは 【】で括つ

てある。
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考古地磁気推定年代

先にも述べたように、考古地磁気永年変化曲線は西南日本版と北陸版の2種類があり、どちらの曲

線に依るかによつて推定年代値に多少の差異がでる。また、地磁気の変動はあまり大きいものでなく、

時代が異なつても似た方向をとることが起こりうる。このときは、考古地磁気学的にはそれのどちらの時

代であるかを判定することはできず、考古学的知見に依って判断しなければならない。

第6表の最適消磁段階の考古地磁気データ (平均磁化方向とα95)を拡大シュミット・ネット (等積

ステレオ投影図)にプロットしたのが、第1図である。黒丸が平均磁化方向を表し、それを囲む円が

フィッシャーの信頼角 (信頼円)・ α95の範囲を示している。 同図には北陸版の考古地磁気永年変
化曲線も描かれている。この永年変化曲線が富山市付近の過去の地磁気変動を正しく表しているとす

ると、黒丸に最も近い永年変化曲線の部分の年代が、考古地磁気学的に推定される遺構の年代とな

る。また、この推定年代の年代幅 (誤差)は、 α95の円に覆われる曲線の線分の長さで示される。
この図に明らかなように、今回得られた焼土坑の測定結果は、少し大きい誤差角 (α 95)を示す SK03

も含めて、いずれも深い伏角と西偏の著しい偏角を有しており、これは 7世紀に特徴的な地磁気方

位であることを示している。

永年変化曲線の最も近い部分の年代から考古地磁気年代の推定をする。第1図から北陸版永年変

化曲線を用いて考古地磁気年代を推定すると、推定年代値は次のようになろう。

SK03    :A.D.610± 30年

SK05    :A.D.625± 15年

SK06上段 :A,D.650± 20年

SK06下段 :A.D.610± 15年

考古地磁気年代推定に従来から用いられてきた西南 日本の永年変化曲線に照合して年代を求める

と、北陸版永年変化曲線にはない西暦 500年以前の年代値も求まる。 西南 日本版を用いて年代を

推定すると次のようになる。

(西南 日本版永年変化曲線による考古地磁気年代 )

SK03    :A.D.620± 30年

SK05    :A.D.650± 20年

SK06上段 :A.D.650± 30年

SK06下段 :A.D.630± 20年
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第 1図 開ケ丘中山Ⅳ遺跡の焼土坑 (SK03、 SK05、 SK06上段、SK06下段)の考古地磁気測定結果
西暦 500年～ 1550年の北陸版考古地磁気永年変化曲線も記入されている。
3:SK03、  5:SK05、  6UiSK06」三長覚、 6LiSK06 T覆驚

第 1表 開ケ丘中山Ⅳ遺跡の考古地磁気試料番号 第 2表 SK03の 5,OmT消磁後の磁化測定結果

個数   試料番号 試料番号 磁化強度
(× 10-4 Am2/kD

＋
し
ａ

Ｎ

ｎ
ｔ

ｌ

Ｃ
Ｏ
＝
中
Ｏ
⊂
引
＝
⑭
⊂
出

角

＞

伏

Ｃ

角

動

偏

ぐ

SK03

SK05
SK06■ゴ斐

SK06下段

NTY1461～ 1474
NTY1441へ■455

NTY1401～ 1414
NTY1421～ 1435

NTY 1461   -1.6

1462    -6.4

1463   -13.5

1464   -26.6

1465   -24.2

1466   -48.4

1467   -43,0

1468   -36.8

1469   -25.8

1470   -23.6

1471   -24.7

1472   -31.5

1473   -43.4

1474   -27.6

14

15

14

15

60.5

55,6

51.9

67.3

71.1

60.0

55.0

56.6

57,4

55。 4

58,6

53.6

56.1

54.4

0。 126

0.122

0,156

0.107

0.174

0.176

0.259

0.463

1.58

1.59

1.00

1.52

0.325

0.698
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第 3表 SK05の 7.5mT消磁後の
磁化測定結果

試料番号  偏角  伏角
(°  じ) (°  )

第 4表 SK06上段の 7.5mT消磁後の
磁化測定結果

試料番号 磁化強度
(× 10-4 Amρ /kg)

磁化強度
(× 10-4 Am2/kg)

角

，

伏

Ｔ

角

Ｅ

偏

。

TヽY 1441   -10.6
*    1442     3.0
1443    -6.0
1444    -4 2
1445    -2,9
1446   -11.2
1447   -13.8
1448   -19.1
1449   -18,1

*    1450   -24.3
1451  -17 6
1452   -26.0
1453   -21 6
1454   -20_1
1455   -1916

NTY 1401   -18 3
1402   -28 0
1403   -23,8
1404   -17.1
1405   -19.1
1406   -24.3
1407   -19 2
1408   -10 1
1409    -9,6
1410   -18 5

*    1411     1,7
*    1412    12.4
*    1418    16.2
*    1414    -1 2

５９
，
磁
５９
．６２
．６‐
．
６２
．
砒
６‐
．
耽
弘
６４
．
弘
５８
．
５８
．
５９
．

0.992
0.413
0.263
0211
0.301
0.330
0.663
0 613
1.89
2.81
0 458
2 92
5.87
1.03
1.36

59.0
61,4
58 8
61.6
65 6
71.8
67.4
68.0
63 6
65 6
65 2
56.5
65。 3

46 0

4 68
2.87
3.69
1.53
1.25

1.56
1.92
1.93
1 33

1 72
0 885
1 15
1.16
1.87

*:統 計計算の際に除外 したもの.
*:統 計計算の際に除外 したもの

試料番号  偏角  伏角
(°  E) (°  )

磁化強度
(× 10-4 An2/kg)

*NTY 1421
*    1422
*    1423
*    1424
1425
1426
1427

1428
1429

1430
1431
1432

1433
1434
1435

5.0   54 9
-8.7   54.1
-118  51_0
-23 6   50.0
-29 8   56.7
-27.6   56.1
-20.1   54 6
-21.3  57 8
-29.3   62,7
-17.5   57_6
-21.8   55,9
-21 2   60.5
-19.7   62.7
-14.0   62 8
-18.4   62,7

0.354
2.46
0.461
0.559
0.739
0 928
0.385
0.716
0.927
0.595
2 24
1 76
115
1.99

1 34

電構名  消磁段階 D    I    α 95
(° E)(° )(° )

K 平均磁化強度
(× 10-4 Aコ 2/kg)

*:統 計計算の際に除外 したもの
第 5表 SK06下段の
磁化測定結果

10.OmT,肖¶滋℃盈もD

第 6表 開ケ丘中山Ⅳ遺跡の
考古地磁気測定結果

n/N

SK03   NRⅡ
2 5 mT

【  5.0 皿T
7.5 mT
10 0 mT

SK05     NRM
2.5 dlT

5.O ml

【  7.5 nT
10.O nT
15,O llT

SK06   NRX
上段   2_5 mT

5 0 mT
【  7 5 血T
10.0 41T

15,O IIT

SK06     NRⅢ
F段      2 5皿 T

5.O ШT
7.5 mT

【 10 0 mT
15.O mT

9/14   -23 5   61_5   8.05
11/14   -30 3   58 7   4 97
14/14   -27.0   58 8   4 38
11/14   -26 3   57.7   4.58
11/14   -26.0   59,9   5_02

3. 14

3,00
2.65
2.05
2 31
2.97

41 9    0 825
85,3    0.860
83.3    0.598
100 4    0,476
88.8    0 443

175,3    1.56
191.8    1,96
226.8    1 65
409.9    1.30
323.0    1_28
349.2    1.14

154,3    2 85
118.8    2.90
199 2    2.56
288.5    2,25
279,7    1.86
223.0    1 34

142,7    1.62
200.4    1 36
266 0    1 59
355.2    1.42
389,7    1 16
222.8    0.384

13/15   -211.6   62 6
13/15   -18 7   64.0
14/15   -15.5   60,5
13/15   -14.8   60 6
13/15   -19.5   00 7
8/15   -22.8   64 7

10/14   -17.o   68.9   3.90
10/14   -19.9   67.3   4.45
10/14   -19.8   65 0   3 43
10/14   -18.9   64.5   2.35
10/14   -13.3   63.2   2.89
10/14   -19,2   64,1   3.24

11/15
11/15
H/15
10/15
H/15
H/15

-31 7   64,9   3 48
-29.0   62.8   3 23
-23.6   60 8   2.80
-25 7   61.9   2 57
-22.0   59 2   2.32
-26.8   61 6   3 07

Ｎ

蛉

ｎ／

α

玉

採択試料個数/採取試料個数、 D:平 均偏角、 I:平 均伏角、
フィッシャーの信頼角、 K:フ ィッシャーの精度係数
:考 占地磁気データとして採用 したもの ,
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V開 ヶ丘中山Ⅳ遺跡の自然科学分析
ノリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

富山県富山市に所在する開ヶ丘中山Ⅳ遺跡は、出川と庄川との間に広がる音川山地東部に付随す

る高位面の開析扇状地上に位置する (富山県, 1992)。 高位面の形成は中期更新世とされている。

遺跡の発掘調査では、 E区から古代の溝・穴群・焼壁土坑や縄文時代の土坑が検出され、 G区で

は縄文時代の土坑から打製石斧・縄文時代中期後葉の上器片・磨製石斧欠損品などが検出されて

ヤヽる。

本報告では、 G区トレンチGで認められた各土層の重鉱物組成および火山ガラス質の細粒火山灰の

産状を明らかにし (重鉱物分析・火山ガラス比分析 )、 さらに火山ガラス質テフラ以外のテフラの産状

も確認する (テフラ分析)ことにより、開ヶ丘中山Ⅳ遺跡における土層の層序対比を行う。また、E

区で検出された柱穴あるいは何らかの栽培痕と考えられている土坑について、覆上の花粉化石 。植

物珪酸体の産状と土壌の理化学性を調べることにより、それらの性格および用途について検討する。

1.試料
G区のトレンチGでは、土層は上位より1層～7層に分層されている。 1層および2層は表土層とされ、

1層 は暗褐色を呈する耕作土である。 3層は古代・縄文遺構の検出面であり、 4層以下は地山とされ

る黄褐色を主体とする土層である。試料は1層から7層まで、5cmの厚さで連続して表層より深度 75cm

まで採取され、上位よりa～ Oの試料名が付されている。土層断面と各試料の採取層位を柱状図にして、

分析結果を示した図1に併記する。これらのうち、分析の対象としたのは4層から7層までの試料であり、

各層より1点ないしは2点という間隔で試料f(4層 :25～ 30c皿 )、 h(5層上部 :-35～ 40cm)、 j(5

層下部 :-45～ 50cm)、 1(6層 : 55～ 60cm)、 o(7層 : 70～ 75cm)の 5点を選択して、テフ

ラ分析および重鉱物・火山ガラス比分析を行う。

E区の上坑は、P75、 P95、 P H7の 3基が対象とされた。各遺構から採取された覆土試料には、

順に試料番号1～ 3が付されている。各遺構ともに深さ15cm、 直径 30cm程度の浅いピットである。

分析は、これら3点の試料と比較対照試料として上述のトレンチGの試料fの計4点を選択した。

2 分析方法
(1)テフラ分析

試料約 20gを蒸発皿に取り、水を加え泥水にした状態で超音波洗浄装置により粒子を分散し、上

澄みを流し去る。この操作を繰り返すことにより得られた砂分を乾燥させた後、実体顕微鏡下にて観

察する。観察は、テフラの本質物質であるスコリア・火山ガラス・軽石を対象とし、その特徴や含有

量の多少を定性的に調べる。火山ガラスについては、その形態によリバブル型と中間型、軽石型に

分類する。各型の形態は、バブル型は薄手平板状あるいは泡のつぎ目をなす部分であるY字状の高

まりを持つもの、 中間型は表面に気泡の少ない厚手平板状あるいは塊状のもの、軽石型は表面に小
気泡を非常に多く持つ塊状および気泡の長く延びた繊維束状のものとする。

(2)重鉱物分析・火山ガラス比分析

試料約 40gに水を加え、超音波洗浄装置を用いて粒子を分散し、 250メッシュの分析舗上にて水

洗して粒径が 1/16mmよ り小さい粒子を除去する。乾燥させた後、舗別して、得られた粒径 1/4mm―

1/8mmの砂分を、ポリタングステン酸ナトリウム (比重約 2.96に調整)により重液分離し、得られた

重鉱物を偏光顕微鏡下にて 250粒に達するまで同定する。 同定の際、不透明な粒については、斜
め上方からの落射光下で黒色金属光沢を呈するもののみを「不透明鉱物」とする。「不透明鉱物」
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以外の不透明粒および変質等で同定の不可能な粒は「その他」とする。

火山ガラス比分析は、重液分離により得られた軽鉱物中の火山ガラスとそれ以外の粒子を、偏光顕

微鏡下にて 250粒に達するまで計数し、火山ガラスの量比を求める。火山ガラスは、テフラ分析と同

様に、その形態によリバブル型、 中間型、軽石型の3つの型に分類する。
(3)花粉分析

試料約 10gについて、水酸化カリウムによる泥化、舗別、重液 (臭化亜鉛 :比重 2.3)よる有機

物の分離、フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセトリシス (無水酢酸9:濃硫酸 1の混合液)処理

の順に物理・化学的処理を施して花粉を濃集する。残澄をグリセリンで封入してプレパラートを作成し、

光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査し、 出現する全ての種類 (Taxa)イこついて同定 。計数する。
表中で複数の種類をハイフォンで結んだものは、種類間の区男けが困難なものである。

(4)植物珪酸体分析

湿重5g前後の試料について過酸化水素水・塩酸処理、超音波処理 (70W,250KHz,1分 間)、

沈定法、重液分離法 (ポリタングステン酸ナトリウム, 比重 2.5)の順に物理・化学処理を行い、植

物珪酸体を分離・濃集する。これを検鏡し易い濃度に希釈し、カバーガラス上に滴下・乾燥させる。

乾燥後、プリュウラックスで封入してプレパラートを作製する。

400倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、その間に出現するイネ科葉部 (葉身と葉鞘)の葉部短細

胞に由来した植物珪酸体 (以下、短細胞珪酸体と呼ぶ)および葉身機動細胞に由来した植物珪酸

体 (以下、機動細胞珪酸体と呼ぶ)を、近藤・佐瀬 (1986)の分類に基づいて同定・計数する。

(5)土壌理化学分析

リン酸は硝酸・過塩素酸分解―バナドモジブデン酸比色法、カルシウムは硝酸・過塩素酸分解―

原子吠光光度法、腐植はチューリン法でそれぞれ行つた (土壌養分測定法委員会, 1981)。 以下

に各項目の操作工程を示す。

1)リン酸、カルシウム

試料を風乾後、軽く粉砕して 2.00mmの箭を通過させる (風乾細土試料 )。 風乾細土試料の水分を

加熱減量法 (105℃、 5時間)により測定する。風乾細土試料 2.00gをケルダール分解フラスコに秤

量し、はじめに硝酸 (HN03)約 5mlを加えて加熱分解する。放冷後、過塩素酸 (HC104)約 10ml

を加えて再び加熱分解を行う。分解終了後、水で 100mlに定容してろ過する。ろ液の一定量を試験

管に採取し、リン酸発色液を加えて分光光度計によリリン酸 (P205)濃 度を測定する。別にろ液の一

定量を試験管に採取し、干渉抑制剤を力日えた後に原子吸光光度計によリカルシウム (CaO)濃度を

測定する。これら測定値と加熱減量法で求めた水分量から乾土あたりのリン酸含量 (P205mg/g)と カ

ルシウム含量 (Caomg/g)を 求める。

2)腐植含量

風乾細土試料の水分を加熱減量法 (105℃、 5時間)により測定する。風乾細土試料の一部を粉

砕し、0.5mm φのふるいを全通させる (微粉砕試料 )。

微粉砕試料 0.100～ 0.500gを 100ml三角フラスコに正確に秤りとり、 0.4Nクロム酸
。硫酸混液 10ml

を正確に加え、約 200℃の砂浴上で正確に5分間煮沸する。冷却後、 0.2%フェニルアントラニル酸

液を指示薬に 0.2N硫酸第1鉄アンモニウム液で滴定する。滴定値および加熱減量法で求めた水分

量から乾土あたりの有機炭素量 (Org― C乾土%)を求める。これに 1.724を乗じて腐植含量 (%)を

算出する。
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3.結果
(1)テフラ分析

テフラ分析結果を表1に示す。 分析を行つた

試料からはスコリアと軽石は検出されなかった。

火山ガラスは試料fに中量、試料Hこ少量、試

柚 に微量認められ、試料とおよび試料oには認

められなかった。認められる火山ガラスは無色

透明のバブル型であり、試料fにはわずかに無

色透明の軽石型も認められる。また、屈折率は

nl.499-1.500に 集中した。これらの特徴から、
この火山ガラスは姶良Tn火 山灰 (AT;町 田・
新井, 1976)に 由来すると考えられる。 ATは
南九州の姶良カルデラを給源とし、約 2.22,5

万年前に噴出した広域テフラである(町田・新井 ,

1992)。

(2)重鉱物分析・火山ガラス比分析

分析を行つた5試料では、角閃石が多く中量

～少量の斜方輝石と少量の不透明鉱物を伴う類

似した重鉱物組成がみられる。層位的な変化は

ほとんど認められないが、上位の土層において

斜方輝石が若干多い傾向が認められる。

火山ガラスは、無色透明のバブル型火山ガラ

スが試料fに約 30%含まれており、下位の試料
hで約 20%あり、それより下位の試料にはほとん

ど含まれない。このバブル型火山ガラスは、テ

フラ分析でも認められているK―Ahの火山ガラ
スである。

以上の (2)および (3)の結果を、図1およ
び表2に示す。

(3)花粉分析

結果を表3に示す。 いずれの試料においても

検出される花粉化石数は少なく、定量分析を行

うだけの個体数は得られなかった。わずかに産

出した花粉化石は木本類の割合が高く、 中でも
マツ属が多く認められる。

(4)植物珪酸体分析

表 1 テフラ分析結果
層名 試料名

スコ剪フ 火 Hガラス 軽石 ヨ来する
子 フ号量 仲1訥・ 形 蔽 量

4屠 1・ bv〉〉cl,pn

5層
h ++

+

6層 1

7層 0

凡例―:含まれない,+:微量,+十 1少量.++十 :中量.++++:多量.
cl:無色透明,bwiバブル型,pm:軽石型,

表 2 重鉱物 口火山ガラス比分析結果

凡例Eコ黄褐色土
EI暗褐色土

図 1 トレンチ Gにおける重鉱物組成
および火山ガラス比

試
料
採
取
位
置

層
名

深度 (m)

00け

結果を表4、 図2に示す。各試料からは植物珪酸体が検出されるものの、保存状態が悪く、表面

に多数の小孔 (溶食痕)が認められる。対照試料としたG区トレンチG試料fでは、タケ亜科の産出
が目立ち、栽培植物であるイネ属やススキ属がわずかに検出される。

一方、土坑試料の3点では、タケ亜科の産出が日立つものの、イネ属の産出も多く、特に短細胞

珪酸体の出現率は高い。また、いずれの上坑試料でも稲籾殻に形成されるイネ属穎珪酸体や業部の

試
料
名

斜
方
輝
石

角

閃

石

酸
化
角
閃
石

ジ
ァレ

ン

ザ
ク
ロ
石

緑

レ

ン
石

不
透
明
鉱
物

そ
の
他

合
計
バ
ブ

ル
型

火

山
ガ

ラ

ス

軽
石
型
火
山
ガ
ラ
ス

そ

の
他

〈口
塾耐

140

145

134

144

133

７

９

１６

‐６

３０

８０

３９

４

１

２

火 山ガ ラス比

□ 斜方輝石  ロ ノミブル型火山ガラス O蝋
に 角閃石   ‐ その他
■日不透明鉱物
■■その他
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短細胞列が認められる。この他、ヨシ属、ウシクサ族、イチ

ゴツナギ亜科、シバ属などが少量検出される。

(5)土壌理化学分析

分析結果を表 51こ示した。試料の土性は対照試料を含めて

いずれも重埴土に区分され、全体的に極めて粘質な土壌で

あることが指摘される。 したがつて、土壌の持つ潜在的な成

分保持能力は高いと考えられる。一方、土色については土

坑覆土において 10YR4/4、 対照試料においては 10YR4/6と、

土坑覆土と対照試料において異なる傾向が認められた。

腐植含量は土坑覆土については 2.92～ 3.09%の近似する

値を示すが、対照試料においては 1.19%と低い傾向にあつ

た。また、リン酸含量についても土坑覆上の 1.05～ 1.27P2

05mg/gの値に対し、対照試料は 0.70P205mg/gと 低い値を

示す。さらに、カルシウム含量についても同様な傾向が認め

られ、 土坑覆土で 1.34～ 1.39CaOng/g、 対照試料で

0.31CaOmg/gの 値を示す。

4.考察
(1)層序対比

今回の分析により、ATを検出することができたが、その最
濃集部の層位は今回の試料では確かめることはできない。少

なくとも4層上部以上にあると考えられるから、最濃集部の下

限とされる降灰層準 (早津, 1988)も 4層上部以上になると

考えられる。したがつて、4層上部から3層にかけての層位は、

ATの降灰した約 2.5万年前頃の層位に対比される可能性が

ある。 隣接する低位面の扇状地上にある境野新遺跡や向野

池遺跡では以前に鬼界アカホヤ火山灰 (K―Ah)が認めら
れるとしたが、これらも屈折率の再測定の結果、ATが主体と
なることがわかつた。これらの遺跡でもAT降灰層準付近の層

モミ属
マツ属
スギ属
ハンノキ属
コナラ属アカガシ亜属   ―  -  1  -
ニレ属―クヤキ属     1  -  ―  ―
モチノキ属        1  -  1  -
ツツジ科        1  1  -  ―

草本花粉
イネ科         -  1  1  -
ソバ属          1  6  -  ―

アリノトウグサ属     ―  -  1  -
ネナシカズラ属     ―  -  1  -
オミナエシ属      -  3  -  ―

ヨモギ属         1  -  1  -
__士Й IE科 _________二 ―一f― __1___ュ __
シダ類胞子
シダ類胞子        1  3  -  1
合 計

―    -    1    -

2    15    5     -
2     1    2    -
1     1    4    -

木本花粉
草本花粉
不明花粉
シダ類胞子
総計 (不明を除く)

8    18    14    0
2    10    4    0
0    0     1    0
1301
11   31    18    1

種   類
試料番号

イネ族イネ属
タケ亜科
ヨシ属
タシクサ族ススキ属   17 55 28
イチゴツサギ亜科    4  -  4
不明キビ型
不明ヒグシバ型

‐ ７

３

不明ダンチク型     7  15 13  1~7ネ
料葉身機動綸而垂酸体

~~~… ~~~~一 一―一
イネ族イネ属
タケ亜科
ヨシ属
ウシクサ族
シバ属

67   43   22
84   126  123

27   44   36
9    12   17

13    3     2     -
26   12    7    -
-    30    -    ―

7  4  7  2
97   93   132  148
2    2    -    ―

3    9    7    -
6    7    7    -

不明           6  6  8  1
組 織 片
イネ属類珪酸体
イネ属短細胞列
不明組織片

位を境として、上位の土層は暗褐色を呈し、下位の土層は黄褐色を呈する。したがつて、ATの降
灰層準は富山平野中央部における更新世の扇状地や段丘表層の上層に共通する特徴となる可能性が

ある。ただし、地表からATの降灰層準までの深度は、上述した低位面上の2遺跡では 60～ 100cm
ほどもあり、 場所イこよる違いが大きい。
なお、重鉱物組成については、層位的な変化が認められなかったことから、層序対比の指標とは

ならない。 同様の結果は、上述の低位面上の2遺跡でも認められている。
(2)土坑について

各土坑の覆土からは、イネ属

の組織片が検出されたことによ

り、稲籾や稲藁が混入していた

と考えられるが、一方で腐植含

量、リン酸含量、カルシウム含

量のいずれもが、土壌における

表 5 土壌理化学分析結果
試料番号 遺構名・地点名 上′陛 土色 腐植含量 (%) P205(m富 /質 ) ,aO(m質 /富 :

1 E優こ  P75 10YR4/4  千島

2 EDI  P95 10YR4/4  11B 1.37

3 E区 10YR4/4  紹5 1.25 1 34

f 3区  トレンチG 10YR4/6  4島 1 19

土色 :マンセル表色系に準じた新版標準土色帖 (農林省農林水産技術会議監修,1967)に よる。
上性 :土壌調査ハンドブック (ペ ドロジスト懇談会編,1984)の野外上性による。
HC,… 重埴土 (粘±45～ 100%、 シル ト0～ 55%、 砂0～ 55%)

表 3 花粉分析結果
E

P75  P95  P177
試料番号  1  2  3

表 4 植物珪酸体分析結果
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天然賦存量 (Bowen,1983;

Bo比・Bruggenwert, 1980; 藤

貫,1979な ど)の範囲内にある。

したがって、今回の結果から、

各土坑が栽培痕であつた可能

性は低い。 また、柱穴であっ

た可能性については不明であ

る。 なお、いずれの分析結果

も対照試料との差異が比較的

明瞭であるが、これは、土坑

間での差異が少ないことから、

土坑の用途や性格が反映され

たものではなく、土壌本来の性

短細胞珪酸体 機動細胞珪酸体 組織片

阿機嗣鰤醐醍幽齢
回

試
料
番
号

タ
ケ
亜
科

イ
ネ
族
イ
ネ
属

不

明

イ
テ
ゴ
ツ
ナ
ギ
亜
属

ウ
ン
ク
サ
族
ス
ス
キ
属

ヨ
ン
属

タ
ケ
亜
科

イ
ネ
族
イ
ネ
属

ウ
シ
ヨクシ
ラケ′部
)副幻同明

属 属 不
顆 短 明
珪 細 組
酸 胞 織
体 列 片

#■ 卜卜1尋1牌附
0… 0%

+ :10個未満
科 :10個 以上50個未満

図2土坑試料および対照試料の植物珪酸体群集と組織片の産状
出現率は、イネ科業部短細胞珪酸体、イネ科葉身機動細胞珪酸体の総数を基数として百分率で算出した。

なお、Oは 1%未満の種類を示す。また、組織片の産状を検出個数により+、 Ⅲの記号で示す。

質の違いを示すものであると考えられる。検出された花粉化石については、腐植に対する抵抗性の

強いとされる針葉樹の花粉やシダ類胞子 (中村, 1967,徳永・山内, 1971)が多いことから、分解 。

消失により選択的に残された花粉群集と考えられる。
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Ⅵ 河ヽ結

開ケ丘中山Ⅳ遺跡は、 旧石器時代から古代にかけての複合遺跡である。丘陵の頂部に近い平担
面という立地条件であり、試掘調査を行った結果、密な遺構群は所在せず、広範囲に散漫に遺構が

点在する状況が確認された。遺構は丘陵の平担面及び平担面から斜面への転換部に作られる傾向に

ある。

検出された遺構は、縄文時代と古代に分けられる。

1.縄文時代の遺構
縄文時代の遺構は黄みの強い灰黄褐色の覆土をもつた土坑・穴で、各々が単発的に所在する。 土

坑の規格はほぼ同一で、直径 1.5m・ 深さ0.5mの円形橋鉢型を呈し、これらが数十mの距離を置

いて点在している。この時期の遺物としては、 G区周辺を中心として縄文土器片、打製・磨製石斧
が出上している。 土器片はいずれも表面が荒れた小片が穴・土坑の覆土に含まれており、まとまった
状況での出土はなかつた。磨製石斧は刃部分の破片のみの出上である。 SK41からは底部中央に打

製石斧が据えられた状況で出土しており、土墳墓の可能性もある。しかし土器片の出土量が少ないこ

とや、住居跡の検出もないため、縄文時代において居住区域は開ケ丘中山Ⅲ遺跡など丘陵の平担

面にあり、丘陵頂部に位置する本遺跡はキャンプサイト的な性格を持つ区域であつたと考えられる。

2 焼壁土坑について
焼壁土坑は呉羽 。射水丘陵域の奈良～平安時代遺跡で多く検出されており、富山市内では8遺跡

で確認されている (表 4)。 土器等を伴うものと伴わないものに分けられ、前者は須恵器生焼け状品の

生産遺構 。たたら跡・火葬風習関連遺構、後者は伏焼法による炭焼窯とする考えがある。今回の調

査で確認した焼壁土坑 (表 3)イま東側丘陵肩部に集中して存在し、プランも直径 1.2mの前後の円

形で、ほば同様であり、遺物は伴わない。うち C tt SK06のみ炭化物層が 2段に堆積しており、少

なくとも2回の使用が推定される。遺跡の存在する丘陵周辺には炭窯、須恵器窯の所在が確認され

ており、それらの生産遺跡に関わる附属施設の簡易な炭焼施設遺跡と推定される。 焼壁土坑3基

(SK03・ SK05。 SK06)について考古地磁気測定を行い 7世紀代との測定結果を得たが、遺構付近

から7世紀代の遺物の出土はなく、調査区出土遺物の年代が奈良時代後期 (8世紀)であり年代に

ずれがあることから、正確な年代の確定は今後の調査の結果を待ちたい。

3.穴群について
B・ E区に渡つて確認された穴群であるが、遺構の深さが 5～ 10cm程度と浅く、約lm間隔で蜂の

巣状に並ぶもの (B区)とN-25° ― Eの方位軸を持つもの (B・ E区)に分けられる。これらの穴
の用途としては、簡易な建物の柱穴・植物の栽培跡等が考えられ、遺構覆上の花粉化石 。植物珪

酸体分析を行つたところ栽培跡の可能性は低いという結果が出た。柱穴としては堆積が薄い丘陵地と

いう立地条件を考慮しても非常に浅い遺構である。周囲の焼壁土坑に伴う簡易な施設跡の可能性が

高い。

今回の調査は炭生産に関わる遺構の確認にとどまったが、開ケ丘周辺は射水丘陵の大窯業地帯に

含まれる地域であり、また近年の試掘調査で丘陵一帯から集落跡が確認されており、丘陵をめぐる活

発な土地の活用をうかがい知ることができる。
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遺構 N0 区 平面形 規 模 被熟による赤化・硬化 備 考

SK02 A 円形 直径 1.3m深さ0.3m 壁面から底面、薄い 覆土に炭化物含まない

SK02 B 精円形 。2× 1.Om深さ0.2m 壁面から底面、厚さlc皿 覆土に炭化物含む

SK03 B 円形 直径 1.2m深さ0.2m 壁面から底面、厚さ2cm(壁面 ) 覆土に焼土・炭化物多量に含む
SK04 B 円形 直径 1.4m深さ0.35m 壁面から底面 覆土に焼土含む

SK05 C 円形 直径 1.2m深さ0.2m 壁面から底面、厚さ2cm(壁面 ) 覆土に焼土・炭化物含む
SK06 C 円形 彊聯蚤1.31■深さ0.5m 壁面から底面、厚さ4cm(壁面 ) 炭化物・焼土層が三重に堆橋する
SK42 F 円形 直径 1.Om深さ0。3m 底 面 覆上に炭化物含む

SK02 G 円形 直径 1.2m深さ0。2m 壁面から底面、厚さ1.5cm 覆土に炭化物多量に含む

表3 開ケ丘中山Ⅳ遺跡 焼壁土坑一覧

NO, 遺跡名 倫出教 平面形・矧樟 共伴遺物 備考

朔ケ丘中山Ⅳ潰勘 8彦謹 円形 。糖 円形 炭化物 F防肩部 に影ぶ
2 野下遺跡 10基 円形 炭化物 底面に円形ピットを持つ (4基 )

3 北押川遺跡 1泉 隅丸長方形 1.8× 3.4m スサ入り粘土塊・須恵器生焼爆 窯業関連遺構の可能性

4 古沢潰跡 1養蚤 不定形 須 南界 作峰 品・膨イレ物 窯業関淳潰構の可能性

5 古沢A遺跡 2基 円形 径1.3m 被熱により壁面硬化

6 境野新遺跡 1兵 略円形 径0.8m 須恵器・土師器 住居跡中央北壁より、上部に礫

7 珂ケ丘狐谷潰跡 1盛震 円形 径 1.2m深さ0,3m 炭化物 焼け方弱い

8 調ケ丘狐谷Ⅱ遺助 1基 楕円形■OXO.9m深さ0.2H 炭化物 焼け方弱い

表4 富山市内 焼壁土坑一覧
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2 SK02 土層断面 (西から)

3.SK03 完掘状況 (上から)

5.SK04 完掘状況 (上から)

藻 II

6.SK04 土層断面 (東から)

8.P70 土層断面 (北から)
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Att P08 土層断面

1.c tt SK01 完掘状況(上から)

3,Ctt SK01 土層断面 (北西から)

4.Att SK01 土層断面

完掘状況 (西から)
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3.SK12 石匙出土状況 5.P67 縄文土器出土状況
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SK09 土層断面 (南から)

P91 土層断面 (南から)

4.P70 土層断面 (南から)
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8,P140 土層断面 (南から)
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1.P93 土層断面 (南から)

F.五   '          ´

3.P69土層断面 (南から)
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7.SD01 g― g'土層断面 (東から)

-45-



写
真
図
版
１４
　
Ｆ
区

SK47上層断面 (南から)

2.SK31土層断面 (北から)

3.SK31土層断面 (東から)
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P262 土層断面
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調査区G(南から)

調査区G(上空から、上北)
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1.SK01 遺物出土状況 (上から) 2.打製石斧出土状況 (SK01)

3.SK01 土層断面 (東から)

SK01 土層断面 (北から)

5.SK02 焼壁土坑 (上から) 6.SK02 土層断面 (東から)
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1.表土排土 2.表土下の竹根取り

3.ジ ョレンがけ

4.遺構半割

5。 遺構完掘 地磁気測定

-49-



写
真
図
版
１８

1.ナイフ型石器 (旧石器 )

3.打製石斧

10.縄文土器

4.打製石斧

5.

5,6.7.磨製石斧

出土遺物

3.縄文上器
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重鉱物・火曲ガラス
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(1,2)

1.重鉱物 (G区 トレンテG;れ (-35～ 40c絶))  2.
3.イ ネ属短細胞列 (E区遺構内 P7511)   4.
5.ス スキ属短絹胞珪酸体 (E区遺構内 P95,2)6.
7.イ ネ属機動細胞珪酸体 (E区遺構内 P7511)8.
9.シバ属機動細胞珪酸体 (E区遺構内 PH7i3)10.

ATの火曲ガラス(G区 トレンチG,f(-25～ 80cほ))
タケ亜科短細胞珪酸体 (E区遺構内 PH713)
イテゴツナギ亜科短細胞珪酸体 (E区遺構内 Pl1713)
タケ亜科機動細胞珪駿体 (E区遺構内 PH713)
ウシクサ族機動細胞珪駿体 (E区遺構内 P9512)
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